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1 ．Thừa Thiên Huế省の地理的性格
　T
チ ュ オ ン
rương S
ソ ン
ơn山脈に源を発するH
フ オ ン
ương川は、阮朝の陵墓が分布する都城西南域で沖積平野に出て、扇状
地的な地形を形成する。フエ都城はフオン川河口から16km上流の左岸に位置している。（口絵 2、 3参
照）。省の最南端はH
ハ イ
ả i V
ヴァン
ân（海雲：図 1）峠があり、ここは T
ト ゥ ア
hừa T
ティエン
hiên H
フ エ
uế省とĐ
ダ
a N
ナ ン
ẵng特別市（中部
ベトナム最大の都市）の境界としての意味だけでなく、阮朝時代には広南省と承天省を分ける境界であ
り、さらに遡れば、チャンパと大越の境界域として機能した時代もあった。また、この峠を抱く山塊は、
ベトナムを自然地理的に南北に分ける際の境界ともなっている。
　忘れてはならないのは、ベトナムでは、北部の場合平野はキン族（いわゆるベトナムの主要民族）の
居住地で、山岳域は殆どが非キン族の居住地帯となっており、フエでもA
アールオイ
 Lưới県やN
ナ ム ド ン
am Đông県（行
政区分は口絵 2参照）などの山岳域には、T
ターオイ
à Ôi、C
コ ー ト ゥ
ơ Tu、B
ブ ル
ru族などの民族が居住している。こうした
地域にキン族が大量に居住するようになったのは、20世紀の現象である。フエにおいても、明命帝陵な
ど阮朝の皇帝陵が位置するところ（口絵 3、図 2）はすでに山岳域の入り口となっている。そしてフエ
から 60km弱を南西に直行すれば、ラオスに入ってしまう。例えば、フエで使われている木炭にはラオ
ス産のものが多く、異民族世界や異国と非常に近い地理的関係にあることに留意する必要がある。
　現在、トゥアティエン・フエ省は、5065km2の面積に、115万人の人口が住み、そのうちフエ市には31.9
万人が居住する（2007年統計）。
 1） 本稿は、地理情報収集班（班長：野間晴雄）の調査と西村本人の調査活動などをまとめたものである。地理情報収
集班には大学院生がほぼ全員参加し、また、ベトナム側を含めた他の参加メンバーの調査活動や資料整理の貢献も
大きい。従って、地理情報収集班全体での成果発表とする。文責は西村昌也と野間晴雄にある。
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　ベトナム中部の海岸線は、長大な砂丘が幅 2～ 4 kmわたって連続するのが特色で、とりわけ、フエか
らダナン・ホイアンまでは、長大な砂堆とラグーン（潟湖：図 3、図 4）が断続的に分布する。フオン
川の河口にも T
タ ム ザ ン
am Giang潟湖がひろがり、漁撈（図 5、図 6）や農耕集落が砂堆上に連続分布する。た
だし、砂性土壌のため、土地利用の可能性は非常に限られており、砂丘上は主に墓地として使われてお
り、中にはP
フ ー ヴ ァ ン
hú Vang県V
ヴ ィ ン ア ン
ĩnh An社（図 7）のように、まるで墓でできた集落（通称 “T
タ イ ン フ ォ ー ･ ギ ア デ ィ ア
hành phố nghĩa địa”
［墓地のまち］）のようにみえる光景が出現している。このラグーンの海側の砂丘半島部（図 8）は、標
高が40m前後にもなる場合があり、チャンパ時代（紀元1000年紀後半）の塔建築遺跡なども報告されて
いる。この砂堆列・砂丘の存在によってスムーズな河水の流下が妨げられ、排水不良をおこすため、広
範に後背湿地や埋め残しの池沼が分布する。また、砂丘・砂堆列に並行して流れる。無従河川が数多く
分布するが、これらが、歴史時代には内陸水運に果たした役割は大きいと推定される。阮朝時代には、
このラグーンを作り出す砂堆上の海口近くに、海城鎮（T
チ ャ ン ・ ハ イ タ イ ン
rấn Hải Thành）が設けられるなど、都城への
前哨地点として守りが固められている。
　そしてこのラグーンに注ぐ川がフオン川であり、阮朝のフエ都城はフオン川平野域の高位部左岸地域
に造営されている（図 9）。また、広南阮氏時代中期の都城、金龍（K
キ ム ロ ン
im Long：1636‒1686年）は、現都
城遺跡の西側隣接域に位置し、さらに改名して富春（P
フ ー ス ア ン
hú Xuân：1687‒1712年）となっている。また、広
南阮氏時代末期（1738‒1775年）と西山朝の都城（1788‒1801年）である富春は、現都城域に重なってい
ると考えられている2）。従って、現都城遺跡と周辺は250年間以上に亘って中部ベトナムあるいはベトナ
ムの政治中心地として機能していたことになり、フオン川が形成した平野部の地政学的重要性が伺える。
　この都城に近接する形で形成されたのが、本研究での主たる調査域である現H
フ オ ン チ ャ ー
ương Trà県のH
フ オ ン ヴ ィ ン
ương Vinh
社に位置していた外港集落である。
　広南阮氏時代には、海雲（H
ハ イ ヴ ァ ン
ải Vân）峠以南の会安（H
ホ イ ア ン
ội An）が、そして西山朝から阮朝時代は同じ
く沱灢（Đ
ダ ナ ン
à Nẵng）が、国際商港の中心的機能を担わされている。歴代の支配者が、外国人を政治中心
の都に近づけない政策によるもので、ベトナム北部における昇竜（T
タ ン ロ ン
hăng Long＝ハノイ）に対する舗憲
（P
フ ォ ー ヒ エ ン
hố Hiên）の位置（ハノイから紅河の下流40kmに位置）と類似している。そして、王都フエの経済を
支える商港地区の一端を担ったのが、ここでとりあげるフオンヴィン社の明香・明郷やいわれる人たち
や褒栄などの集落である。ローカルな商業ネットワークと国際交易ネットワークを仲介する役割を当初
は果たしていたと推定される。その後、ベトナム人との混住や結婚が進み、河川の流路変化などにも影
響され、港湾機能が衰えると、フエ郊外の農業あるいは商業集落として変質し、商業地の中心は、フオ
ン河沿いのフエ都城東接区域、伝統的に嘉会（G
ザ ー ホ イ
ia Hội：現在の C
チ ー ラ ン
hi Lăng通り）と呼ばれてきた華僑な
どが多く住む商区に移行したと考えられている。
　ザーホイ地区は、現在も伝統的民家が残り、昭應祠、海南会館（瓊府会館）、広東会館（広肇同郷會）、
福建会館（図10）などの中国人会館が今も立派な姿をとどめている。ただし、現在フエに居住する華人
は非常に少なくなっており、海外に移住した人からの送金などが、その大きな会館施設の維持の主をな
しているようだ。会館などでも文字資料を中心とした調査を行ったが、過去を知る人が非常に少ないた
 2） Phan Thuận An 1999 Kinh thành Huế. NXB Thuận Hóa.
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め、聞き取り調査は極めて困難な状況であった。また当地区には、印僑系住民が残したと思われるモス
クも存在する。
2 ．調査域の地理的概況
　フオンヴィン社は、その南域がフエ都城に北接しており、都城の最外縁の水濠が社の領域の南界とな
り、フオン川が東界となっている。またフオン河に合流する B
ボー
ồ川が、北界となっている（口絵 4、 5
参照）。
　フオンヴィン社は行政単位の村（thôn）として、T
テ ー ラ イ
hế Lại（旧社名：世頼上）、B
バ オ ヴ ィ ン
ao Vinh（褒栄）、Đ
デ ィ ア リ ン
ịa Linh
（地霊）、L
ラ ー ケ ー
a Khê（羅溪）、M
ミ ン タ イ ン
inh Thanh（明郷と清河）、T
チ ウ ソ ン ナ ム
riệu Sơn Nam（朝山南）、T
チ ウ ソ ン ド ン
riệu Sơn Đông（朝山
東）, T
ト ゥ イ フ ー
hủy Phú（水秀と安富）、Đ
ド イ
ội 12B（1980年より）を含んでおり、独立後の1947年の新行政区画設定
時には、ラーケー以外の各村がフオンヴィン社に含まれていた（口絵 6）3）。1999年の統計でフオンヴィ
ン社は725ha強の面積があり、全体で2197戸、人口11730人を抱える非常に大きな社となっている。各村
単位での戸数、人口、主生業の構成は表 1の通りである。
　この表より、各村により行っている生業比にかなり差があることが推察できる。
　そして、フオン川左岸の自然堤防の微高地上に、タインハー、ミンフオン、ディアリン、バオヴィン
という集落（行政単位としては村：thôn）がフオン川左岸に北から南へ街村状に連なっている（口絵 6、
7参照）。当地域は標高としても、海抜 2 ‒ 4 mの低平な地形となっており、雨期の大雨時には浸水する
こともしばしばである（図11）。社の中でも低平な地域は水田、比較的高位な所は集落あるいは墓地とし
て利用されている（口絵 5）。
　ミンフオンとタインハーは1972年に合村されミンタインとなっているが、これらの集落は、それぞれ
歴史的に由来や形成の異なる集落であり、それぞれ、歴史的には清河、明郷、地霊、褒栄として言及さ
れている。以下、地名に関しては1945年以前の事象に言及するときは漢字名を、それ以後のことに言及
 3） Đảng ủy xã Hương Vinh và Khoa lịch sử, Đai học khoa học Huế ed. Lịch sử đảng bộ xã Hương Vinh（1930 ‒ 2000）., 
Hương Vinh Huế.
表 1　フオンヴィン社各村の戸数、人口主要生業
戸数 農業（戸数） 漁業 商業 手工業 その他の生業 総人口
Thế Lại 295 37 258 1571
Bao Vinh 367 25 151 40 151 2025
Địa Linh 272 148 70 79 1735
La Khê 212 95 51 15 51 1047
Minh Thanh 157 30 63 64 833
Triệu Sơn Nam 276 145 5 63 48 1409
Triệu Sơn Đông 396 200 6 95 95 1956
Thủy Phú 145 46 10 10 35 44 859
Đội 12B 52 52 295
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するときはカタカナ名を使用する。また、各集落の宗教施設の分布は口絵 8に示してある。
　ミンフオン集落は口絵 5、口絵 7に示したとおり、省道となっている集落を貫通する南北の幹線道路
（図12）の両側に地割りが短冊状に配列されている。明郷はもともと中国系ベトナム人が形成した集落で
あり、現在も祖先祭祀のための祠堂（図13、図14）や五行神を祀る五行廟や城隍神を祀る城隍廟（図15、
図16）もある。整備された旧家の屋敷地、漢方薬店（図17）を営みながら医院を経営する家などに、そ
の名残をみることができる。また、明郷と地霊の地界を示す境界石や古井戸（図18）なども残っている。
この幹線道路に面したミンフオン集落の 1本西に入った南北の道沿いは、タインハーの領域となってい
る。旧タインハー（清河）の領域は面積的にも小さく、小さな地割りが多く、季節労働者、さまざまな
ま零細な雑業に従事する人びとが多く居住する。壁囲いなどをきちんと持つミンフオンの民家と違って、
各家にも訪問しやすく、子供たちとの距離も近いのが印象的である（図19）。集落の公の宗教施設もディ
ン（図20）しかなく、かつてあった城隍廟（図21）も遺跡化しており、重修もされていないディンの現
況を考えあわせると、タインハー集落社会としては、すでに過去のものになりつつあることを感じさせ
る。また、川沿いに土地を持っていないのも特徴である。なお、ミンフオンの民家は、現在は幹線道路
の両側に並ぶが、古くは西側だけの片側集落で、玄関はフオン川に面していたと推定される。従って天
后宮以北やミンフオン集落の西側に、タインハー集落が位置していること、ミンフオン集落には石垣（図
22）などの地盤造成基礎がしっかり行われているのに、タインハー側には、そうした造成は行われてい
ないことなどを考慮すれば、清河が川沿いの土地を含むような領域として存在していたところに、明郷
が割り込むような形で集落を形成した過去の地割変化を容易に推察することができる。
　なお、現ミンタイン集落の天后宮より以北の領域は、1975年以降、X
ソ ム
óm R
ザ オ
ao（ソムは thônの下の下位
行政、あるいは集落単位）として新しい居住集落となっている（図23）。ここにはミンタインやラーケー
などからの移住者が多く住んでいる。ただし、ここにもソムのÂ
ア ム
m（庵）が、新たに設けられている。
　ミンフオン集落近辺は、フオン川の土砂堆積によリ川岸が東側に拡大して、民家が通りの東側にも建
設されていったと推定される。南北道路の東側区画の不規則性と、河川に直交する狭小な数条の道路、
それに面する南北方向の地割がそのプロセスを推定させる。フオン川のなかに中州（C
コ ン ロ ン
ồn LớnとC
コ ン ニ ョ ー
ồn Nhỏ）
がみられるが、この中州形成がミンフオン、タインハー域の港湾機能を衰退に導いた大きな要因の一つ
であり、農地の少ない住民に新たな開墾地を提供することにもなっている。Cồn Nhỏに関しては、陳践
誠が阮朝に出仕していた時に、彼のはからいで、その土地の半分が明郷に所属するようになったとされ
る。
　ミンフオン集落の北縁に位置する天后宮（図24：現在はC
チ ュ ア バ ー
hùa Bàと呼ばれている。中国の媽祖廟に相
当）は、関聖殿（図25現在は C
チ ュ ア・オ ン
hùa Ôngと呼ばれ、中国の関帝廟に相当）は、ディアリン集落の中央付
近に位置し、現在では、それぞれミンフオンとディアリンの寺廟として機能している4）。両寺廟間は約
820m離れており、かつてはその間に明郷の家屋が並んでいたとされる。ともに正殿や門構えがフオン川
 4） 野間晴雄、西村昌也、篠原啓方、佐藤 実、岡本弘道、木村 自、氷野善寛、熊野 建、Nguyễn Vãn Ðãng、Nguyễn 
Mạnh Hà 2009年 “フエ・フオンヴィン社旧外港集落の天后宮と関聖殿の調査基礎報告”『東アジア文化交渉研究』2
号：261‒286頁 .
フオンヴィン社旧外港集落の地理的概況（地理情報調査収集班）
65
に向いているのが特徴である。船着き場が川岸にあり、そこから天后宮や関聖殿にも道が通じていた。
とりわけ関聖殿にはその取り付け道路が明瞭に現在も残っている。天后と関帝は、ともにフエでは中国
系の神として捉えられている。また天后宮の北隅には、明郷社の中興に大きく寄与した陳践誠（1813‒
1883年）を祀る文明陳公廟（図26）がある。
　天后（媽祖）廟と関帝廟を両端に配するような華僑集落の構造は、ベトナム南部H
ハ ウ ザ ン
ậu Giang川（メコ
ン本流）右岸に位置する L
ロ ン ス エ ン
ong Xuyên（現A
ア ン ザ ン
n Giang省）、マレーシア・サラワクのKuching（クチン）な
どにみられる。また、入植時の最初の祠廟からやや離れたところに祠廟を建て、その間の空間を街並み
とする構造は、香港の各島嶼の伝統的街並み、台湾の鹿港、タイ・プーケット島の Phuket Town（プーケ
ット・タウン）、シンガポールの Telok Ayer（テロック・アヤ）地区など、多くの華僑街にみることがで
きる5）。
　また、フオンヴィン社の明郷地区と同時代に発展した近隣の明郷・華僑居住区としては、Q
ク ア ン ナ ム
uảng Nam
省の有名なH
ホ イ ア ン
ội AnやH
ハ テ ィ ン
à Tĩnh省の P
フ ー タ ッ ク
hù Thạch（Đ
ド ゥ ッ ク ト
ức Thợ県V
ヴ ィ ン ダ イ
ĩnh Đại社）などがあり、共に明郷社を形成
したとされる。前者は市場の北隣に関帝廟が、天后宮はその北西近くに位置しており、後者は関聖殿と
天后宮が隣り合って建てられている。
　タインハーならびにミンフオン地域の現在は、商業機能が活発とはいえない。とりわけ北部は純住宅
区域で、川沿いにごく簡易な食堂、カフェなどが地元民相手に開設されているにすぎず、タインハーの
西側は水田地帯（図27）となっている。
　ディアリンは、N
ナ ム ホ ア
am Hoà（南和）、 Đ
ド ン タ イ ン
ông Thành（東成）、N
ゴ ア ト ゥ オ ン
gõa Tượng（瓦匠）のソムがある。また、集
落の北側は、自然堤防の川砂堆積地を利用した広大な墓地（図28）で占められており、その北域には村
の開村時の指導者（開耕神：図29）の墓が幾つか存在する。また、この墓地外にも小学校の南に古い墓
地があり、黎福氏の祖先の墓がある。そこにはディアリンの集落としての信仰施設の中心は、ディン
（亭：図30）であり、敷地内には、ディンの主屋が中央に位置し、L
レー
ê（黎）、T
チャン
rần（陳）、N
グ エ ン
guyễn（阮）、
H
ホ ア ン
oàng（黄）、L
リー
ý（李）、P
フ ァ ム
hạm（范）の 6氏が先賢として祀られている（ディアリンの族形成史に関しては、
本紀要の岡本論文参照）。開耕神を祀る開耕神廟（黎大郎：図31）が主屋に向かって左に位置し、さらに
左に未婚の女性死者（B
バー
à c
コー
ô）を祀る小さい廟があり、右手には、葬礼（野辺送り）時の道具（棺担ぎ
棒や遺影を置くための家型模型など）を置く建物（N
ニ ャ ー タ ン
hà tăng）が配されている。この配置プランはバオ
ヴィンのディンもほぼ同じである。1968‒70年頃までは、ディンの前に大きな道（省路）が走っていた
が、川の浸食で現在の主道に移行したようだ。
　また、ドンタイン（図32）、ナムホア（図33）、ゴアトゥオンのそれぞれに廟があり、中には勅封状な
ども保管されている。さらに、ゴアトゥオンには左官の祖先神を祀る泥瓦祖堂（Miếu thờ ta nê：図34）
があり、ここは現在トゥアティエンフエ省全体の左官組合が祭礼に訪れている。また、その横にはソム
の庵（アム）がある。ただし、ゴアトゥオンは、ドンタインやナムホアに比べて、新しくできたソムで、
フオンヴィン社西隣のH
フ ォ ン
ương T
ト ア ン
oàn社北部のN
ナ ム タ イ ン
am Thanhなどからの移住者が多い。
　また、大工の神を祀る霊和祠（図35、図36）が、ソム･ナムホアの川沿いの家並み中に位置している。
 5） 泉田英雄『海域アジアの華人街：移民と植民による都市形成』学芸出版社、2006年
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ここでは、九天玄女や魯班などが祀られていた。さらにディアリンには永春寺という私設寺院があり、
1950年の創建とされている。この寺はフエからきた新しい居住者が建てたもので、村の信仰活動とは直
接関係してはいない。
　当集落は、文書資料の保管状況も良好で、地簿資料や族譜資料等多岐に亘る資料化が可能となった。
この背景には、村の伝統行事などが現在も比較的盛大に行えるような集落居住者の積極的な参加が挙げ
られる（図37）。その理由の一つに、ミンフオンやタインハーに比べ1945年、あるいは1975年以降に村を
出て行った人が比較的少ないこと、ドンタインやナムホアなどは、バオヴィンの商区のように新しく村
外から来て居住している人が少ないことが挙げられよう。因みにディアリンでも、T
ター
ạ（謝）、T
タ イ
hái（蔡）、
H
ハ ウ
ầu（侯）、K
ク オ ン
hương（姜）氏などの中国系住民が過去から居住していたことが記憶されており、現在でも
一部氏族は当地で居住している。
　ミンタイン村に比較して、ディアリン集落領域にはフオンヴィン社の人民委員会（行政村の役場に相
当）が北端に存在し、雑貨、電気器具、家庭用生活具を売る店などが多く並んでいる。
　ディアリンは、雑貨や家庭用品の店、バイク修理、飲料・食料品販売、カフェ、地元住民を相手とし
た軽食堂、理髪店、携帯電話販売店などの商店が道沿いに分布し、ドンタインやナムホアを中心に、各
手工業を行っている家々が多く見られる。過去には、南部の川岸区域の霊和祠周辺の棺桶製作業（図38）
や木工業が集中し、他にB
バイ・トーイ
ài tới（テト正月時に行う花札遊びの札）の製作、土器造り、レンガ窯（図39）
などが主に目立つ手工業である。霊和祠周辺の大工や木工師が多く住むところは、昔、X
ソ ム ・ ハ ン ホ ム
óm Hàng Hòm
（棺桶通り）と呼ばれていたようだ。棺桶造りは、フエではここのみで行われいたようで、 4 ‒50年前に
は30軒ほどが棺桶造りを行っており、木材は P
フ ー ロ ッ ク
hú Lộc県の L
ラ ー ソ ン
ã Sơnなどから筏組みで運ばれてきたとい
う（バオヴィンの Trần Văn Mỹ氏からの聞き取り）。ディアリンの南端で幹線道路に鉤状に屈曲し、小
さな川とそれをまたぐ橋によってバオヴィンの集落と接する。過去には、螺鈿細工も盛んで、ディアリ
ンの Phạm Công Toại氏からの聞き取りでは、Q
ク ア ン ナ ム
uảng NamやQ
ク ア ン ガ イ
uảng Ngãiから船で来た人が注文をしてい
たという。また、耳飾りや指輪をつくる金細工、冥具（H
ハ ン マ ー
àng mã）用の染め紙や木版製作業、鍛冶屋な
どもいたという。
　バオヴィンは、さらに規模の大きい卸売り機能を備えた商店も多く、市場（図40、図41）の規模も大
きく、幹線道路沿いの商業機能としてはタインハー・ディアリンよりも勝っている。現在ソム 1からソ
ム 4 までの、下位集落単位に分かれているが、これは最近のことである。過去の商区として栄えた頃
（1945年以前）には、販売する商品によって通り単位で、ソム名がつけられていたようだ。例えば、X
ソ ム・
óm 
M
ム オ イ
uối（塩通り）、X
ソ ム・
óm Ớ
オット
t（唐辛子通し）、X
ソ ム・
óm D
オット
ứa（ココナッツ通り）などがあったことが確認されてい
る。ただし、これらのソム名は、地元の人たちの通称のようで、集落単位として正式に認識されていた
ようなものではないようだ。
　バオヴィンには伝統的民家（図42、図43）がある程度残っており、ホイアンの街並みのような景観を
呈しているところもある（図44）。現在、一部の伝統的民家は、フランスなどの援助で修復作業（図45）
が進められている。かつて大規模な卸商を営んでいた人たちの多くは、集落を出ていったようだが、今
でも華人系住民や明郷の一族が分家して移住した家、かつての富裕者が残した1945年以前の洋風の大き
な家（図46）などを見ることができる。また、川縁側にはサイゴン政権時代に建てられた方形プランの
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ユニークな現代家屋（図47：本紀要 ドー・ティ・タイン・マイ他論文参照）も見ることができる。
　バオヴィン居住者で、地元の歴史に詳しい Lê Quang Chất氏によれば、過去水上交通が盛んなりし時
には、バオヴィンにはタインホアの桂皮、クアンチの胡椒、クアンナムの沈香などが荷揚げされていた
という。別の古老からは、クアンガイ、P
フ ー イ ェ ン
hú YênのT
ト ゥ イ ホ ア
uy Hòa、B
ビ ン デ ィ ン
ình Địnhから塩や砂糖がジャンク船で運
ばれてきたと伺った。船は10‒12m程度の長さであったというから、さほど大きなものではない。
　バオヴィンのディン（図48）は集落の東南端に位置し、開耕神廟（図49）や葬礼時（図50）の道具（棺
担ぎ棒や遺影を置くための家型模型など：図51）を置く建物（N
ニ ャ ー タ ン
hà tăng）が配されている。また集落の
北東端近くには天江寺があり、門の対聯（図52）には南船北船などといった、往時の船舶往来賑やかな
りし頃の様子が描写されている。当寺院敷地内には、正面向かって右手に城隍廟、左手に陰霊祠が配さ
れている。寺院本堂には嘉隆 2年鋳造の梵鐘（図53）、陰霊祠には保大16（1941）年の寄進額を記した木
製額（図 54）が飾られている。
　バオヴィンには、川縁に水死者を祀る廟（図55）があり、水上交通との密接な繋がりを感じさせる。
ただ、この廟がどうして立てられたのかに関する由来は、聞き取りからは確認できず、かなり古い時代
の建立の可能性がある。ちなみに、ミンフオンからバオヴィンにかけて、川沿い（図56）の至る所に船
着き場は確認できるし、現在も利用されている。
　集落の西域は鍛冶屋（図57）が集中する通りがあり、その他に螺鈿細工（図58）を営んでいる家もあ
る。過去にはK
カ イ
hay（小盆）などを中心に生産していたようだ。螺鈿の原料である貝（T
チャイ
rai）は、ホイア
ンより購入している。また、大工や左官も住んでいたようだ。また、当村は、墓地や耕作地として、集
落の西側に広大な飛び地を抱えている（口絵 6）。
　さらに、バオヴィンの南岸の都城水濠とフオン河の合流点には、水上居住民（V
ヴ ァ ン ド
ạn đồ：図59）の船が
泊まっていた。フエ都城の東脇の護城河は有名な水城居住民の居住域（詳細は本紀要のグエン・クアン・
チュン・ティエン論文参照）であったが、近年の水城居住民の陸地への定住政策施行により、伝統的水
城居住民生活風景も見られなくなってしまった。ただし、香港などの蛋民と比較可能なこうした水上居
住民は、キン族と民族的に異なる存在ではない。
3 ．現在と過去の集落単位での土地分布状況
　口絵 6は、現在フオンヴィン社内での村単位での所属土地の分布状況を表している。この地界は1975
年あるいは、それ以前からの地界が継承されている場合もあるが、1975年以降に地籍替えを行っている
ところもあり、非常に複雑な状況と言える。
　例えば、バオヴィンでは1975年以前において、現在墓地として主に利用されている西の飛び地は、今
よりもさらに南側に広く、逆に集落域は、現在ソム 4が位置している地域が、テーライトゥオンに属し
ていた耕作地であった（口絵 6、西村論文図24参照）。また、集落から、フオン河を東南側に渡ったBãi 
Dầuという川岸にも1.3畝の飛び地があったし、明命帝陵の近くにも耕作地があったという（バオヴィン
の Phạm Hỷ氏よりの聞き取り）。またディアリンにも、河泡（H
ハ ー バ ウ
à Bầu）という飛び地があり、レンガ窯
などの原料土採取に使われている土地があった（詳細は本紀要、グエン･ハー・タイン論文、西村論文
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参照）。こうした飛び地や地籍の変化は、過去の阮朝時代、あるいはそれ以前の土地利用やさらには都城
建設時による土地の差し替えなど（本紀要、西村歴史地理論文参照）、さまざまな歴史事象を反映してい
る。
　また、例えばバオヴィンにおいては、1975年まで公田制度が続き、 1年に 1度、村の成員（正居民で
18歳以上の男性）により、分給が行われていたが、実際に直接水田耕作を行う人は、数戸程度で非常に
少なく、殆どの分給田は đ
ダ ウ
ấuと呼ばれる金銭額の入札による請負小作が行われていた。この分給は、1945
年以前は 3年に 1度行われていたという（一人あたり 3サオ［約1500㎡］程度）。因みに、バオヴィンは
ディアリンより土地の標高が高いので水はけがよく、バオヴィンでは水稲二期作が可能で、ディアリン
では一期作であったとう。こうした請負小作制度は、1945年以前にすでに行われていたようであるが、
まだ不明な部分が多く、今後詳細な聞き取り調査や文書資料による研究が必要である。
4 ．まとめ
　各村（旧社と言い換えてもよい）にディンが必ず存在し、五行廟や城隍廟も残っている場合が多く、
これらが村の信仰活動の中心となっている。また、村（thôn）単位で、各ソム（xóm）単位で、アム（am）
や廟（miếu）があるのが、当地域の集落の特徴であろう。ソム単位での廟やアムは、しばしば境界地に
立地し、境界を挟んで、向かい合っている例も確認された（図60：ディアリンとバオヴィン）。こうした
現象は、地籍などを厳格に管理してきた封建王朝時代以来の、地理的境界に関する強烈な防衛意識や土
地所有観念の現れと考えられる。
　田地に関しては時の政権や制度の変化などにより、地籍替えがよく起きているが、集落自体は阮朝期
あるいはそれ以前からの地理的構造を強く継承しているように思われる。
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図 1　ハイヴァン峠の海雲関 図 2　フオン河中流域から山側を眺める
図 3　ラグーンと砂丘 図 4　タムザンラグーンと養殖池
図 5　ラグーン岸辺での船造り（QuangThanh社Quán Cưú Phường集落） 図 6　ラグーン砂丘上の墓地
図 7　タムザン潟湖から外洋側の砂丘列 図 8　潟湖（左）と半島部上の集落（右：Phú Lộc県 Lăng Cô）
図 9　現フエ市右岸より都城側を眺める 図10　ザーホイ地区の福建会館
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図11　大雨で浸水したバオヴィンの通り（2009年 9 月） 図12　ミンフオン集落の表通り
図13　ミンフオンにある陳践氏祠堂
図14　陳践氏現在の家系図
図15　ミンフオン集落の城隍廟
図16　城隍廟内 図17　ミンフオン集落で現在も経営されている漢方店
図18　ミンフオン集落の方形井戸 図19　タインハーの子供たち 図20　タインハーの亭
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図21　タインハーの城隍廟跡 図22　ミンフオン集落の石垣
図23　 ソム・ザオでは新たに
移住した人が冥具造り
を行っていた
図24　天后宮入り口
図25　関帝廟入り口 図26　文明陳公廟
図27　タインハーの西側水田 図28　ディアリン墓地
図29　ディアリン開耕神黎尊神墓 . 図30　ディアリンのディン全景
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図31　ディアリンのディン敷地内の開耕神廟 図32　ソム・ドンタインの廟
図33　ディアリンのソム･ナムホアの廟 図34　泥瓦祖堂（Miếu Thợ ta nê）
図35　ディアリンの霊和祠 図36　ディアリンの霊和祠内の位牌
図37　ディアリンのディンで行われた 9月 9日の秋祭.大雨でも実行された 図38　ディアリン・ナムホアの棺桶製造
図39　ディアリンのレンガ生産窯 図40　バオヴィンの市場
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図41　バオヴィン市場の中 図42　バオヴィンの伝統的民家図42　バオヴィンの主道
図43　バオヴィンの平屋建伝統的民家 図44　バオヴィン街並み
図45　バオヴィンの民家解体修復現場 図46　バオヴィンの1945年以前の欧風建築
図47　バオヴィンのサイゴン政権時代に立てられた家 図48　バオヴィンのディン主屋
図49　バオヴィン開耕神廟内 図50　バオヴィンでの葬送列
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図51　バオヴィンの亭脇にあるNhà Tăngの中にある葬礼具
図52　 天江寺の対聯に南船北船 図53　 天江寺梵鐘．嘉隆 2年
鋳造
図54　バオヴィン陰霊祠の木製額
図55　バオヴィンの水死者を祀る廟 図56　バオヴィンの川岸：ディアリンより
図57　バオヴィン裏通りの鍛冶屋 図58　バオヴィン裏通りの螺鈿細工屋
図59　バオヴィン南縁の護城河の家船 図60　ディアリン・ソム・ナムホアの廟前にあるバオヴィンの廟
